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(本論交 ノ要旨ノ・第18回 日本結核病學會総會及ビ第45同 日本小見科學倉総會デ遽ベタ｡)

所謂虚弱鬼童ハ結核 二封 シテ如何ナル態度 テト

ルカ、及 ビ結核見ノ・4年間二如何二推移スルカ

ニ就テ、我々ノ得タ結果テ報告 シタイ｡

我々ノ取扱ツタ材料 ハ 昭和11年 京都市小學校

二於テ、 盧錫 ト診断 サレタ男見933名 、 女見

736名 計1669名 デ全部一一年生 デアル｡

全例二於テ胸部 レントゲ ンω 直接撮影ラ、大

部分ユピルケ氏反鷹 ラ行 ッタ｡

次デ結核感染者、郎チピルケ陽性者(48時 間後

嚢赤 ノ直径6mm以 上 ノモノ)及 ビピルク陰性

デハアルガヱ窩眞デ結核二因スル ト思バ レル陰

影 デ有スル者註1241名 テ満4年 後 二再診 セント

シタ◎

241名 申實際二再診 シ得 タノハ188名 デ ア ツ

第1表

タ｡ソ レノ詳細ノ・第一表 デアル｡｡

188名 ニ ツキ「ツベルク リン」(「ツ」〉皮 内 反 慮

1000倍 及k"10萬 倍 二傳研奮 「ツ」テ生理的食盟

水 デ随時稀繹 シタモル0(ca)、 赤 沈検査及 ビ胸
』部上直接撮影 テ行 ヒ

、疑 ハ シイ陰影 テ嚢見 シタ

モ ノニノ・喀疾 ノ結核 菌 ヲ培養 晶依 り検索 シタ｡

註1)満4年 後ニノ・何 レモソノ部位テ石茨が沈著

シタ｡

〔1〕 第 一一同ta査 成績

1)第 一Pt・x行 ツタピルケ氏反慮 ノ陽性奉ハ次

ノ如 クデアル｡

郎 チピルケ 氏反慮陽性李 ノ・17,8±1.2%デ ア

ル｡叉 前述 ノ結核感染者241名 ノ総歎 ・二封 スル

比ノ・14.5士0｡8%デ ア ル｡2!ヲ 教 室 ノ杉 山(茂)

塵 士 ガ昭和15年 京都市某小墨校 一一・i¥生 ノ「ツ」
'皮 内反慮(2000Pt

.O｡1c・q)ノ 陽 性傘25｡1土1.4%

トテ比較 スル トキ、塵弱見童ハ結核 二特二強 ク
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第2表

ピルケヲ施行ンタ堂 ケ陽儲(肇)

モ ノi
論}一 一 席 闇㎜ ㎜ ～ 闇7… 一 猟 __

53292陽見 933

女見 736 45884

計 工,669
1-

990176〔17.8±1,296)

汚 染 サ レティル トハ云ヘナ イ｡(新 井)①

2>虚 弱 見童 ハ如何 ナル形態 テ以 テ感染 シティ

ルレカ主就 テハ」ζ酌 二第3表 ノ如 ク分類 サ レル
｡

帥 チ活動性 ト思 パ レルモ ノハ51名 デ 縮撒1669

名 二封 シ3±O、4%ノ 罹 患率 二達 スル｡之 テ大

阪市學童 ニ オケル結核罹患傘0.5%② ト比較 ス

ル トキ虚弱 見童 二於 テハ明 ラカニ高卒 デァル｡

然 シ乍 ラ結核患 見 ヲ昭選 出 スルニハ、病理畢的 二

第3表

著饗ナキモノ

内 石炭竈アルモノ

石旋竈ナキモノ

肺門淋巴腺腫脹

初感染寝潤

雨肺寝潤(初 感染型)

滲出性肋膜炎

「エビ｡ツベルツ ローゼ」

血行性撒布型

左肺尖寝潤(再 燃性)轍

空洞 ヲ有スルモノ

190

22)

20

1

3

1

2

1

ij

101

89

51

規準 ノ與ヘ ラレテ ィナ イ虚弱 見童(3}テ 目標ニ ス

パ キカ否 ヤニ就 テハ閥題ハ別 デアル｡.

〔轟〕 第二同槍査成績

満4年 後ニハ如何 ナル歌態 デアツタカラ詳述 ス

ル｡前 述 シタ如 ク、見童 ノ移動 ノ比較的多 イ都

會 デ アル タメ正確 ナ百分蘂 テ出 シ得 ナ イコ トヲ

豫 メ断 ツテオカナ ケ レバナ ラナ イ｡

1)4年 後 ニ オケルM的 形態 ハ第4表 ノ如 ク示

サ レル｡

第4

著璽ナキモノ

内 石灰竈アルモノ

石茨竈ナキモノ

肺門淋巴腺腫脹

初感染寝潤

血行性撒布型

浸潤性早期型

再燃性結核

空洞 ヲ有スルモノ

計

表

178

108

70

3

3

1〔喀 疾 培 養(一)〕

1〔喀疾 培 養(一)〕

1

1〔喀 疲 培 養(一)〕 ・

188

2)y的 二著攣 ナ キモ ノ177例2ノ 赤沈 中等値

ハ第5表 ノ如 クデ アル｡

第5表

1--10mm

11-20

21--30

31-・

計

:1}・53(86・5±2・5%)

21

177

註2)赤 沈槍査不能 ノモ ノ1例 アツタ｡

EPチ 學 竜二於 ケル赤沈 ハ11以 上 テ 病的 トスル

ノノ、梢 ≧嚴二過 ギル コ トガ分 ル｡

3)結 核 感 染 ノ身罷 的爽育状態 二及 ボ ス影響｡

4年 後 二再 検 シテ著攣 ノナ カツタモ ノ ノ身長、

饅 重ハ第6表 ノ如 クデアル｡

/ノ〃
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準
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第6表(2)
● ノ乃

第6表(3)

乃

乃

第6表 (4)

即 チ結核 ノ感染 ガアツテモ少 ク トモ4年 経過 ス

.レ バ ソノ罷響 ハ全 クナ イ ト云 ヘ ル｡EngeP

Mattisson5)等 ハ身長、 罷重 ノ大小 ノ・必 ズ シモ

結核感 染 ヲ指示 シナ イ ト述 ベテ イル｡我 々 ノ場

合 ニモ見 ラ レタ如 ク、 タ トへ影響 がアヅタ トシ 、

テモ比較的i途ヤカニ恢復 シ、 身禮 的 ノ嚢育邊延

ノ・ムシロ遺傳 的因子 二依 ル トスル ノガ妥 當 デァ

ル｡(岡3)Kleinschmidt6))

4)「 ヅ」皮慮感受}1!kノ推 移｡

4年 後 ノ」∠像 デ著慶 ナキモノ178名 ノ現 在 ノ・

「ツ」感受牲 ハ第7表 ノ如 クデアル
｡

第7表

註3)「 ツ」皮内反鷹ル・48時 間後機赤 ノ直径10mm

以上 ヲ陽性 トジタ｡

表 二見 ル姐 ク感染少 ク トモ4年 後2/、 ノ・筒10萬

倍 「ツ」二i封シテ反慮 スル ノデアル｡
㍉

更 二4年 前 二既二石灰竈 ノ存在 シティタモ ノデ

且現在疑 ハ シイ陰影 テ有 セザル モ ノ ノ現 在 ノ

「ツ」感受性 ノ・第8表 ノ如 クデアル
｡

第8表 ・

1

1
「ソ」皮内卿 ・離(+)159(69±5%y

・・萬倍(一)礁(+){留
　一 一 瀞_階__畠

千倍(一)14

計186
一一一

「ッ」皮膚感受性 ノ安 定性 テ示 スー事實 デ アル
も

次 ニ4年 前 二行 ツタピル ヶ氏反慮 トヲ比較 スル

ト第9表 ノ如 クナル.

第9表
無 驚 ≧

1現 在
1

4年 前

褥i

皮内
10萬 倍(+)

リ10萬倍(一

千 倍(十)
癌

干倍(一)
i

ピ弛 氏(+) 105 17

皿

ユ
「
反磨(一) 10

一

7 コ
.,難
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註4)ピ ル ケ氏反磨ハ10萬 倍「ツ」皮内反慮二相當

スノう

即 チ、4倍 「ツ」皮 内反慮 ノ清失 シタモ ノハ4年

間 二5例 アヅタ.Dahilstrom7)ノ 、rツ」反慮 ガ最

初 カラ賜 イモノガ消失 シ易 イ ト述 べ テ ィル ガ、

我 々 ノ場 合ニ モカカル傾 向 ガ認 メ ラレルレ｡

次 二1000倍 「ツ」皮 内反慮(一)ノ モ ノノ5例 ノ

y像 ハ石灰竈 ナキモ ノ2例 、 石灰竈 アルモ ノ3

例 、 シカモ後者 ノ内1例 ハ新 タニ石灰 ガ沈著 シ

え キタモ ノデア ヅタ｡カ ク感染 ノ比較 的新 シイ

第

モ ノデモ「ツ」皮 内反慮 ガ清失 シ得 ル｡「 ツ」皮膚

感受 性 ノモツ不安定性 ノー面 デアル｡
0

5>胸 内 結核病竈 ノ・如何 二推 移 スル カ6

我 々 ノ取扱 ツ タ材料ハ スベ テ結核初 感染 トシデ

モ大過 ハ ナ イ｡從 ツテ初感染病竈 ノ推 移 テ論ズ

ル コ ト←ナル｡

i)6灰 竈 ノ形成及 ビ吸牧

石灰竈 ノ始 メテ形成 サ レタモ ノハ、4年 前 轟ハ

如何 ナル獣態 ニ アツ タカ、 ニ ツイテハ 第10表

二不 サ レル｡

10 表
軌＼
一＼ 現i石 友 竈 形 成

骸擁 曝
初感染
寝 潤
血行性
撒布型

1

轍 騨 空洞
ll

4年 箭＼ 一＼ 在
＼ 廟 鯛

著饗ナシ(但石茨竈ナキモノ)82:6 13 5 55 2 1i」

肺門淋巴腺腫脹22111i 8 3 1

初感染浸潤19・ 8 10 11
{

特二肺尖ニ寝潤 アルモノ1 1 }! }
」一一一一 一へ'

滲出性肋膜炎21 i1}ll恥 i
エ ビ ツベ ル ク ロー ゼ1 ・1

}1血行性撒布型1 1 ii 1

再燃性結核1
…

㎜『 一

:

一 一

i
ρ

1

空洞 アルモ ノ1 } 1

1

Fleischner8)7云 フ如 ク初期攣化群 ハ石灰化 シ

易 イモ ノデアツテ我 々ノ・又之 ラ確認 シタ｡著 痩

ナ キモ ノ82例 中肺門 二6例 、肺野 二13例 石灰

竈 ノ出現 シ如 トル・注意 饗 スル・之ノ・新鮮ナ

原 嚢竈 ノY像 デ見 工難 ク(Wimberger,9)Liebe-

rmeister鋤)i石 灰 沈著 二依 リ初 メテ見 エル場合

ノアル コ トテ示 ス(EngeP",Priesel粉｡コ ノ

コ トニ就 テハ又後 二述 ベル筈 デアル｡

石灰竈 ハ吸牧 サ レ得 ル ノデ ァル ガ第11表 ・=.

示 ス如 ク初期攣 化群 ノ内病竈 ノ方 ガ淋 巴腺 ヨリ

第11表

4購

石
茨
竈

現 石灰竈… 石茨竈ノ残存 セ

在 ノ吸牧斐 ノ
年
前 芝yタ鮒 瑚 肺尖

蛮肺 門(67例)166
　　 　 　　　う　 　　　 　　　 れ　

肺野「41)536

吸牧 サ レ易 イコ トガ分 ル｡(NtisselPtN>

ii)シ モ ン氏病竈 ノ成立

シモ ン氏病竈 ノ成立 テ追跡 シ得 タ場合ハ5例 ア

ツタ｡シ モ ン氏病竈形成前後 ノ上像 ヲ比較 スレ

バ第12表 ノ如 クデ アル
｡

第12表

ジモン購 竈形繭 ノ鯛 シモン廟 竈部位

肺1」N(9) 9

(1)左 肺 門、左肺野 ノ陰影

(2)左 肺 門、左肺野ノ石茨竈

(3♪左滲出性肋膜炎

(4)右 肺 門 ノ陰影

(5雨 側肺野陰

シモン氏病竈部位

左
●

左 ・

右

雨側

雨側

以上 ヨリシモン氏病竈ハ感染後比較的早期二形

成 サレルコ トガ分ル｡然 シ叉初期痩化群二石灰

化 ガ開始 サレテイル時期 ニモシモン氏病竈ガ形

成 サレ得 ルモノデアル｡肺 門、肺野轟石灰竈 ノ
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ア ツ タモ ノデ爾4年 後 二他 ノ部分 ノ肺野 二石灰

竈 ノ出現 シタモ ノ5例 アツタコ トヲアハ セ考 ヘ

ル ト、鷲初感染病竈 ノ石灰 化ノ・活酬 生轄移竈 ノ潜

在 ヲ否定 スルモ ノデノ、ナ ィ｡

6>成 人 型肺瘍 二進展 シタモ ノ、 及ビ結核化 ヲ

來 シタモ ノニ就 テ、

成人型肺瘍 二進 展 シタモ ノハ2例 アツ タ｡ソ レ

ノ上像 ハ次 ノ如 クデアル｡

第1例

7歳6ケ 月 皐

左肺尖渡潤及ビ石茨竈

4年 後

再燃性結核

赤沈中等値8田m10萬 倍 「ツ」皮内反磨i15×12mm

第2例

7歳3ケ 月 ♀

ヱ篤眞異状ナer,4年 後

線

1)所 謂虚 鶉兜童 ノピル ケ陽性率 ノ、17.8士1 .2

%デ ア ッテ虚 弱見童 ノ・特 二高傘 トノ・云ヘ ナ イ｡

結 核罹患卒 ハ3±0｡47∴ デ 明 ラカニ 高牽 ヂ ア

ル｡然 シ乍 ラ盧 弱見童 ノ明確 ナ定義 ガナイ以上

盧 弱鬼童 ノ邊 出 ニ ヨツテ結核 罹患見 ヲ費見 セン

トスル試 ミバ客親性 二乏 シイ
｡

2)結 核 感 染兜 ラ4年 後 二再検 シタ188名 中成

人型肺S二 進展 シタモ ノハ女見2名 デアッタ｡

3)健 康 學童 ノ赤沈 ノ・中等1直10mmト スルレ時 ノ・

ピルケ(十)10mm

4年 後

寝潤性早期型

ピノレケ(+)10舳

赤沈中等値23mm

10萬 倍 「ツ」皮内反癒15×20

次 二死亡者5人 中結核性疾患 二依 ル ト考 ヘ ラ レ

ルモ ノハ男1、 女3デ アツタ｡ソ ノ各 々ハ次 ノ

如 キヱ像 デ アツ タ｡

1.♀ 著攣 ナ シ6ケ 月後死亡

2.♀ 著攣 ナ シ7ケ 月後死亡

3.♂ 左肺門淋 巴腺腫脹1年4ケ 月後死亡

4.♀.血 行性撒布型2年 後死亡

一般 二初感染症ハ上 的二陰影 ノ少 イ方 ガ豫後 ガ

良 イ ト云 フ人 ガアル(Jannaschu.Rem6i3))｡叉

EngeP5)ノ ・活動性 ノ診断 ニノ・」ζガ重要 ナ意義 テ

モツ ト述 ベテ イル｡從 ツテココニ云 フ"著 攣 ナ

シ"ル ・病竈 ノ位 置的關係以外 二又感染 ノ新鮮 ナ

タメ晶」∠二爲 ラナ カツタ トモ考 ヘ ラ レル｡カ カ

ル呵 能 性 ノアル コ トノ概 二前 ニモ述 一ご久 從 ツ

テ結核 ノ活動性 ノ診噺 ニノ、イツ感染 シタカテ知

ル ノガ上 ト共 二重要 デ アル｡「 ツ」反磨iテ周期的

二行 フ必要 ノ、ココニ ァル(Schr6der粉

括

嚴 二過 ギル｡

4)結 核 感 染ノ・小見 二於 テハ身禮的糞育 二重大

.ナ影響 テ與 ヘルモ ノデハ ナ イ｡

5)「 ヅ」皮膚感受性ハ比較的安定 ナモ ノデ アル

ガ又一面 二割合早期 ニ清失 スル場合 モ アルレ
｡

6)初 感 染病竈 ハ石灰化 シ易 イ｡爾.Z的 二石灰

化 ラミテ始 メテ病竈 ノ存在 ヲ知 ル暢 合 ガアル、

7)石 灰化 セル初期攣 化群 ノウチ原 嚢竈 ノ方 が

吸牧 サ レ易 イ｡
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8>シ モン氏病竈ハ感染後比較的早期二形成サ

レ]レe

9)石 灰 竈 ガアツテモ必 ラズ シモ"活 動性"ラ

否定 出束 ナ イ.一 方 「レ」的 二著攣 ナキモ ノノ内

カ ラ孚年以 内二結核死 テ束 シタモ ノガ2例 ア

ル.從 ツテ感染時期 ヲ知ル づ トガ病竈 ノ活動 性

ヲ規 定 スル タメニハヱ ト共 二重 要 デァル｡帥 チ

小見 ノ集 團検診 ニハ「ツ」反慮 ヲ定期的 二反覆 ス
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